
局 部 課

3 年度

9

10

当該指標を選定した理由 より多くの事業所に参加していただくことが成果の向上に繋がるため

目標値の設定根拠・算出方法 過去３年間の増減率を参考に設定（令和2年度は新型コロナの影響により学生の受け入れを中止）

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 107 0 107

実績値 90 0

達成率 84% ー

目標値の設定根拠・算出方法 過去３年間の増減率を参考に設定（令和2年度は新型コロナの影響により学生の受け入れを中止）

実績値 151 0

達成率 89% ー

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

堺・南大阪地域インターンシップ推進協議

会事業

インターンシップ参加学生数

人

目標値 170 0 170 170

当該指標を選定した理由 学生等の勤労観・職業観の醸成を目的とする当該事業の成果を数値として表せる指標であるため

令和元年度 令和2年度 令和3年度

堺・南大阪地域インターンシップ推進協議

会事業

インターンシップ受入事業所数

社

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

○堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会事業

　学生等が就業体験を通じて、勤労観・職業観の醸成を目的とし、堺経営者協会、ＮＰＯ法人南大阪地域大学コン

ソーシアム、堺市の３者でインターンシップ事業を実施する。

○堺地域人材ネットワーク協議会事業

　高等学校での企業出前講座や社会人基礎力講座、市内中小企業等を対象とした専門学校生の就活にまつわるセミ

ナーを開催する。

○市内中小企業と高等学校との情報交換会

　地域人材の育成・確保に取り組むことを目的に、堺公共職業安定所と堺市の2者で、地域の企業と高等学校の相互

理解を深めるための情報交換会を開催する。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 堺地域人材ネットワーク協議会、堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

市内大学生・高校生・企業等

公民連携・協働事業

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

就業体験やキャリア教育を通じて勤労観・職業観を醸成し、雇用のミスマッチ解消と地域社会づくりに貢献できる人材育

成を図ること。

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

点検年度 令和 7 年度

2 関連計画 堺市産業振興アクションプラン

事業開始年度 平成 23

有 現状値 49.8％(2019年度) 目標値 53.0％(2023年)

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

実施根拠
雇用対策法

（根拠法令、条例等）

指標名 女性の就業率

55.0％(2025年度)

8.5

女性の就業率

施策4.人や企業をを惹きつける都市魅力 ～Attractive～ (8) 女性活躍・働く意欲がある多様な人材の活躍

取組の方向性 ①求職者の状況に応じた就労支援

ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

有 現状値 49.8％(2019年度) 目標値

有

4

事業の概要

Ⅰ．基本情報

有 取組 女性、若者、高齢者、障害者など求職者に応じた就労支援

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

事務事業名 地域人材育成強化事業 事業番号 015-023

担当部署名 産業振興 商工労働 雇用推進

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業



（ ）

14

15

うち

一般財源

R3 予算

単位区　　分 令和元年度

151

5,650

37,417

令和2年度

－

ー

R3 予算

R2

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

　

・堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会事業において、新型コロナウイルス感染拡大によりインターンシップ事業は中止となった。代替事業として、

学生が企業で働く社員にオンライン上でインタビューを行うオンラインプログラム「しごとインタビュー」を実施した。このことから、雇用情勢の悪化が懸念され

る中、望ましい勤労観・職業観をはぐぐみ、雇用のミスマッチ解消と地域社会づくりに貢献できる人材育成を図ることに寄与した。

・堺地域人材ネットワーク事業において、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、出前講座等の事業は中止となった。企業が求める人材像と学生の

就職観を明らかにし、今後の採用活動や就職活動を効率的に行ううえでの一助となることを目的として、企業と大学・短大等対象にアンケートを実施

した。この結果を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた今後の事業の在り方について検討を行っていく。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

・堺・南大阪地域インターンシップ推進協議会事業においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により学生の受け入れが中止となったため、目標を

達成することができなかった。代替事業として、学生が企業で働く社員にオンライン上でインタビューを行うオンラインプログラム「しごとインタビュー」を実施

し、様々な場所で活躍する企業と学生をオンラインで繋ぐことができた。事業内容の変更により参加学生を少なく設定して実施したため、単位当たり経

費は増加するが、オンラインの活用により感染症対策を行いながら効果的に事業を実施できた。

・堺地域人材ネットワーク事業においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響により出前講座等が中止となったため、決算額が減少した。

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 令和2年度は新型コロナの影響により実施なし

R2 決算 R2 決算

① インターンシップ参加学生数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

R3 予算 R3 予算

R2 決算 決算

R2 決算 R2 決算

堺地域人材ネットワーク事業負担

金

R3 予算 R3 予算

インターンシップ推進協議会事業負

担金

R2 決算 600 600 R2 決算

事業費

R3 予算 600 600 R3 予算

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

R2 決算

R3 予算 290 290 R3 予算

R2 決算 405 405

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 6,290 5,650 5,700 5,105 2,940

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 2,190 1,600 1,600 1,005 890

人件費  （ｂ） 4,100 4,050 4,100 4,100 2,050

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他

財

源

内

訳

国支出金

2,190 1,600 1,600 1,005 890

府支出金　

決算 決算 予算 決算 予算

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債

事務事業名 地域人材育成強化事業 事業番号 015-023

令和3年度　事務事業評価シート（２）


